
定期考査は、生徒の学習状況を把握し、学習指導の改善・充実を図る大変重要なものです。
次に示す【ステップ①】～【ステップ⑤】の定期考査問題づくりの構造を踏まえ、問題づく
りに取り組みましょう。

ここでは、令和３年度福岡県立高等学校入学者選抜学力検査問題（国語）の大問 二 問４を

用いて と

について解説します。

定期考査問題づくりの構造

【ステップ①】出題のねらいを明らかにします。

【ステップ②】期待する正答を作成します。

【ステップ④】思考・判断・表現の方法を

明らかにします。

【ステップ⑤】知識・技能を活用して、思考・判断・表現する場面や問い方を設定します。

【ステップ③】知識・技能の内容を

明らかにします。

単元の学習に係る学習
指導要領の目標と内容を、
「解説」をもとに、明確に
します。

主に基礎的・基本的な内容を問う問題 主に思考力・判断力・表現力を問う問題

思考力・判断力・表現力を問う定期考査問題づくりのヒント＜国語＞

福岡県内の中学校において出題された思考力・判断力・表現力等を問う定期考査問題を義務教
育課のＨＰで紹介しています。校内研修等を通して、授業改善を核とした学力向上の取組に活用
してください。

※ 閲覧するにはパスワードが必要です。義務教育課が送付した各市町村教育委員会教育長宛
て文書（３教義第４２６号令和３年４月３０日）を確認してください。

義務教育課各種資料 検索 クリック！



【ステップ⑤】場面や問い方の工夫

主に基礎的・基本的な内容を

問う問題

主に思考力・判断力・表現力を

問う問題

【ステップ①】

ねらいの

明確化

人物の行動や情景の描写に着

目し、登場人物の心情を捉える

ことができるかどうかをみる。

人物の行動や情景の描写から登場人物の心情を捉

え、捉えた心情が、文章（本文）についてまとめた別文

（会話文）に表れるように、条件に従って整理して書くこ

とができるかどうかをみる。

問題

問四（１）

ア に入る内容を、本文中か

ら１５字でそのまま抜き出して

書け。

問四（３）

ウ に入る内容を、２５字以上、３５字以内で考えて書

け。

【ステップ②】

期待する

正答の作成

母の退院の日が

遠ざかってしまう

母のお見舞いのために河野さんが運転するバスに

乗るのも今日で最後になる

【ステップ③】

必要な知識・

技能の内容

「少年の不安や悲しみの思い」

の理由を本文の叙述をもとに

捉える知識・技能

・ 常用漢字や語彙、表現の効果等についての知識を

もとに、「見えなくなるまでバスを見送る少年の姿」か

ら、「一抹の寂しさ」という少年の心情が何に対するも

のかを捉える知識・技能

・ 本文の叙述から捉えた情報について、別文（会話

文）にあてはまるように情報を編集する知識・技能

・ 考えたことを整理して書く知識・技能

【ステップ④】思考・判断・表現の方法

会話文に示されている二文の描写から少年が何に対して「一抹の寂しさ」を感じているのかを捉える。

また、その内容と、「母、河野さん」という語句を関連付けて考え、会話文に合うように整理して書く。
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○ 本文全体の少年の言動や心情の変化を踏まえて、問

うことができます。

○ 本文とは別の資料を提示できるため、複数の情報を

関連付けて考える力を問うことができます。

○ 生徒は、前後の文脈をヒントにして答えることができ

ます。

○ 生徒にとって、授業内容を想起するきっかけとなり、

考えを表現しやすくなります。

「池田さんと中川さんと先生が、少年の心情について
会話している場面を設定」 することで

○ 登場人物の心情を正しく捉えることができているかを

問うことができます。

○ 生徒にとって、考えを整理するヒントになります。

〇 情報を編集し、伝えたいことを整理して書く力を問う

ことができます。

「用いる語句を指定」することで

「字数を制限」することで


